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松戸市子ども・子育て支援に関するアンケート 

 （就学前児童保護者対象）  

《アンケートご協力についてのお願い》  
皆様には日頃より市政にご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございます。 

松戸市では現在、今後の教育・保育・子育て支援の方向性を定める「第 2期松戸市子ども総合計画」

（2020年度～2024年度）を作成しています。 

そこで、市民の皆さまの子ども・子育て支援に関する意識を把握したく、調査を実施することにい

たしました。 

この調査票は、住民基本台帳（2018年８月●日現在）の中から就学前のお子さんの保護者を対象

として 2,000 人を無作為に選び、送付しております。調査の結果は、本市の子ども・子育て支援施

策の検討に利用させていただくため、ぜひ「ありのまま」のご意見をお聞かせください。 

ご回答いただいた調査内容は、回答者個人が特定されたり個々の回答内容が他にもれたり、他の目

的に利用されたりすることは一切ございません。 

つきましては、ご多忙中のことと存じますが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいます

ようお願い申し上げます。 

 

   平成 2018年 ●月 

松戸市長 本郷谷 健次 

 

 

 

① 特にことわりのある場合以外は、封筒の宛名のお子さんについてご記入ください。 

② アンケートには、できる限り保護者の方がご記入ください。 

③ この調査は無記名ですので、調査票に回答した方のお名前の記入は必要ありません。 

④ ご回答は、選択肢に“〇”を付けてお選びいただく場合と、数字などを具体的にご記入いただ
く場合がございます。 

⑤ 回答した選択肢によっては、一部の方だけに答えていただく質問もあります。その場合は【 】

内の説明文、矢印⇒に従ってお答えください。 

⑥ “〇”をつける数については、“（あてはまる番号１つに〇）”、“（あてはまる番号すべて
に〇）”などの案内がありますので、設問ごとの案内にしたがってください。 

※選択肢「その他」に“〇”をした場合、具体的な内容を（  ）内にご記入ください。 

⑦ ご記入がすみましたら、お手数ですが、同封の返信用封筒（切手不要）に入れて、 

●月●日（●）までにポストにご投函ください。 

この調査についてのお問い合わせは、下記までお願いします。 

松戸市 子ども部 子ども政策課 

電話：047-704-4007 

※ご記入にあたってのお願い 
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※本アンケートには、「市町村子ども子育て支援事業計画」における幼稚園や保育所などの「教育・保育」

や「地域子ども・子育て支援事業」のニーズ量をはかるために、国が定めた設問を設定する必要があり

ます。   この調査票案においては、各設問に以下のマークを付記しておりますので、設問内容をご検討いただく
際の参考としてください。（最終的に市民の皆様に配布する調査票に、このマークは表記しません） 

 

必 ： 国の定める必須項目。実態に沿わない文言については修正可能だが、基本的に国の意図に沿
った設問とすることが求められる。 

任 ： 国の定める任意項目。文言修正は可能だが、設問の意図を変える修正を行うと、他市との比較
が困難になる。 

独 ： 松戸市が考案した設問。文言修正・設問除外ともに可能。 
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回答者ご自身と宛名のお子さんについて 

問１．宛名のお子さんとご家族等の状況についてお答えください。 

必（1）ご回答いただく

方（１つに○） 
１．母親   ２．父親   ３．その他（        ） 

必（2）配偶関係 

（１つに○） 
１．配偶者がいる     ２．配偶者がいない 

独（3）同居の状況 

（あてはまる番号 

すべてに〇） 

宛名のお子さんからみた関係でお答えください。 

１．父母同居        ４．祖父同居 

２．父同居（ひとり親家庭） ５．祖母同居 

３．母同居（ひとり親家庭） ６．その他（        ） 

独（4）近居の状況 

（１つに○） 

【前問で「４．祖父同居」または「５．祖母同居」を回答した方 

以外がお答えください】 

現在のお住まいから30分以内の範囲に、宛名のお子さんの祖父母は

お住まいになっていますか。 

１．住んでいる      ２．住んでいない 

必（5）お住まいの 

地区 

（１つに○） 

１．松戸地区 

２．矢切地区 

３．東部地区 

４．馬橋地区 

５．小金地区 

６．小金原地区 

７．新松戸地区 

８．常盤平地区 

９．五香六実地区 

【参考：松戸市地区図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 
馬橋   
地区 
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ＪＲ常磐線 

新京成線 
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独（6）住居の状況 

（１つに○） 

１．持ち家一戸建て      ４．賃貸（マンション・アパート） 

２．賃貸一戸建て       ５．寮・社宅 

３．分譲（マンション・アパート） ６．その他（        ） 

独（7）市内居住年数 

（１つに○） 

１．１年未満         ４．５年以上10年未満 

２．１年以上３年未満     ５．10年以上 

３．３年以上５年未満 

独（8）世帯年収 

（１つに○） 

１．収入はない（０円）    ８．500～600万円未満 

２．１～50万円       ９．600～700万円未満 

３．50～100万円未満    10．700～800万円未満 

４．100～200万円未満   11．800～900万円未満 

５．200～300万円未満   12．900万円以上 

６．300～400万円未満   13．わからない 

７．400～500万円未満 

必（9）宛名のお子さん

の生年月 
平成（   ）年（   ）月生まれ 

任（10）きょうだい数 （     人） 

任（11）末子の生年月 平成（   ）年（   ）月生まれ 

必（12）子育て（教育

を含む）を主にしている

方（１つに○） 

宛名のお子さんからみた関係でお答えください。 

1．父母ともに   3．主に父親    5．その他 

2．主に母親    4．主に祖父母    （        ） 

独（13）子育て（教育

を含む）に日常的に参加

しているすべての方 

（あてはまる番号すべ

てに○） 

宛名のお子さんからみた関係でお答えください。 

1．父母ともに   4．祖父母     7．ご近所など地域の人 

2．母親      5．親戚      8．その他 

3．父親      6．知人、友人   （         ） 
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子育ての環境について 

任問２．ご家庭で子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談できる人はいますか。また、相談でき

る場所はありますか。（あてはまる番号１つに○） 

１．いる／ある  ⇒ 問２-1へ   ２．いない／ない ⇒ 問３へ 

 

【問２で「１．いる／ある」に○をつけた方におうかがいします。】 

任問 2-1．ご家庭での子育て（教育を含む）に関して、気軽に相談できる先は、誰（どこ）ですか。 

（あてはまる番号すべてに○） 

１．祖父母等の親族 ７．幼稚園・保育所（園）・認定こども園 

２．友人や知人  ８．民生委員・児童委員 

３．近所や地域の人 ９．かかりつけの医師や病院 

４．児童福祉館、こども館 10．市役所の子どもや子育ての相談窓口 

５．保健福祉センター（中央・常盤平・小金） 11．その他（例 インターネットなど） 

６．おやこ DE広場や子育て支援センター （              ） 

 

独問３．あなたは子育てに関する情報をどのように入手していますか。（あてはまる番号すべてに○） 

１．身内の人（親、兄弟姉妹など） 11．子育てに関する講座 

２．近所の知人や友人 12．テレビ、ラジオ、新聞 

３．おやこＤＥ広場や子育て支援センター等、

地域の子育て関係施設の職員 

13．子育ての雑誌や育児書 

４．おやこＤＥ広場や子育て支援センター等、

地域の子育て関係施設で知り合った友人 

14．インターネットでの検索 

５．保育所（園）、認定こども園、幼稚園、学

校の職員 

15．子育て情報アプリ  

６．保育所（園）、認定こども園、幼稚園の子

育て仲間 

16．SNS  

７．保健福祉センターの保健師の家庭訪問や乳

幼児健診 

17．医療機関の医師・看護師 

８．各支所にある市民健康相談室の保健師 18．情報の入手先がない 

９．市役所の関係課窓口 19．その他  

10．子育てに関するパンフレットやガイドブック （               ） 
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独問４．普段、子育てをしているあなたの気持ちはどうですか。（あてはまる番号すべてに○） 

１．子どもがいると毎日楽しい 

２．子育てをすることで自分も成長している 

３．子育てが自分の生きがいになっている 

４．子育てについて不安になったり悩むことがある 

５．生活や気持ちにゆとりがないので、子育てにいらだつことがある 

６．子どもを虐待しているのではないかと思うことがある 

７．子育てから開放されたいと思うことがある 

８．その他（                                                   ） 

 

独問５．子育てのことで日常悩んでいること、また、気になることはどのようなことですか。 

（あてはまる番号すべてに○） 

１．子どもの健康のこと  ８．経済的負担 

２．子どもの発育、発達のこと  ９．子どもが犯罪に巻き込まれること 

３．子どもの友達づきあいのこと 10．子どものことについて、地域の話し相手や

相談相手がいないこと 

４．子ども同士のいじめのこと   11．子育てと、親（配偶者の親含む）などの介

護・介助との両立こと 

５．子どもの言葉遣いや態度のこと   12．悩んでいることや、気になることはない 

６．子どもと話す時間が十分にとれないこと 13．その他 

７．配偶者と子育てに関して話す時間が十分に

とれないこと 

（                  ） 

 

独問６．松戸市は子育てがしやすいまちだと思いますか。（あてはまる番号１つに○） 

１．とてもしやすい ４．しやすくない 

２．しやすい ５．わからない 

３．あまりしやすくない  
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保護者の方の就労状況について 

必問７．宛名のお子さんの保護者の現在の就労状況（自営業を含む）についてお答えください。 

※父子家庭及び母子家庭の場合はあてはまる問のみお答えください。（それぞれ１つずつに〇） 

    （①・②それぞれについて１つだけに〇をして下さい。①や②の方が該当しない場合は、③を記載

下さい。） 

 ①母親 ②父親 ③その他 

1．フルタイムで就労している（育休・介護休業中も含む） １ １ １ 

2．パートタイム、アルバイト等で就労している（育休・介護休業中も含む） ２ ２ ２ 

3．以前は就労していたが、現在は就労していない ⇒ 問 10へ ３ ３ ３ 

4．これまでに就労したことがない        ⇒  問 10へ ４ ４ ４ 

※質問に記述された就労時間の定義は次のとおりです。 

 ・フルタイム ⇒ １週５日程度・１日８時間程度の就労 

 ・パート・アルバイト等 ⇒ 「フルタイム」以外の就労 

 

【問７で、「１．フルタイムで就労している」または「２．パートタイム、アルバイト等で就労してい

る」に○をつけた方におうかがいします。】 

任問８．１～２の設問ごとに、それぞれの日数または時間をお答えください。  

    （①や②の方が該当しない場合は、③を記載下さい。） 

（□ 内に数字でご記入ください。数字は一枠に一字。） 

 ①母親 ②父親 ③その他 

 

１．「就労日数」、「就労時間（残業時間を

含む）」をお答えください。 
 

● 就労日数や就労時間が一定でない場合は、もっ
とも多いパターンについてお答えください。 

 

● 産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前
の状況についてお答えください。 

 

１週当たり 

 

 

 

１日当たり 

 

 

 

 

 

 

日 

 

 

 

時間 

 

 

１週当たり 

 

 

 

１日当たり 

 

 

 

 

 

 

日 

 

 

 

時間 

 

 

１週当たり 

 

 

 

１日当たり 

 

 

 

 

 

 

日 

 

 

 

時間 

 

 

 （24時間制で） （24時間制で） （24時間制で） 

２．家を出る時刻と帰宅時刻をお答えく

ださい。時間が一定でない場合は、

もっとも多いパターンについてお答

えください。 

 

● 産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前
の状況についてお答えください。 

 

● 時間は、必ず （例）０８時～１８時のように、

２４時間制でお答えください。  

家を出る時刻 

 

 

 

 

 

帰宅時刻 

 

 

 

時 

 

分 

 

 

 

時 

 

分 
 

 

家を出る時刻 

 

 

 

 

 

帰宅時刻 

 

 

 

 

時 

 

分 

 

 

 

時 

 

分 
 

 

家を出る時刻 

 

 

 

 

 

帰宅時刻 

 

 

 

 

時 

 

分 

 

 

 

時 

 

分 
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【問７で、「２．パートタイム、アルバイト等で就労している」に○をつけた方におうかがいします。】 

必問９．フルタイムへの転換希望はありますか。（それぞれ１つずつに○） 

    （①・②それぞれについて１つだけに〇をして下さい。①や②の方が該当しない場合は、③を記載

下さい。） 

 ①母親 ②父親 ③その他 

１．今後もパート・アルバイト等の就労を続けることを希望する １ １ １ 

２．出来ればフルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある ２ ２ ２ 

３．出来ればフルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない ３ ３ ３ 

４．パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい          ４ ４ ４ 

⇒問 11へ 

【問７で、「３．以前は就労していたが、現在は就労していない」または「４．これまで就労したこと

がない」に○をつけた方におうかがいします。】 

必問 10．就労したいという希望はありますか。（それぞれ１つずつに〇） 

また、該当する □ 内には数字をご記入ください。（数字は一枠に一字）  

    （①・②それぞれについて１つだけに〇をして下さい。①や②の方が該当しない場合は、③を記載

下さい。） 

 ①母親 ②父親 ③その他 

１．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） ⇒ 問 11へ １ １ １ 

２．1年より先、一番下の子どもが    歳になったころに就労したい⇒問 10-1へ ２ ２ ２ 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい ⇒ 問 10-1へ ３ ３ ３ 

 

【問10で、「２．１年より先、一番下の子どもが □□ 歳になったころに就労したい」または「３．す

ぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」に〇をつけた方におうかがいします。】  

必問 10-1．希望する就労形態お答下さい。（それぞれ１つずつに〇） 

    （①・②それぞれについて１つだけに〇をして下さい。①や②の方が該当しない場合は、③を記載

下さい。） 

 ①母親 ②父親 ③その他 

１．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労） １ １ １ 

２．パートタイム、アルバイト等 ２ ２ ２ 

 

【「２．パートタイム、アルバイト等」に〇をつけた方は、１週間当たりの就労希望日数、１日当たり

の就労希望時間をご記入ください。】 

 1週間当たり 1日当たり 

①母 親  日  時間 

②父 親  日  時間 

③その他  日  時間 
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【問 10で、「３.すぐにでも、もしくは 1年以内に就労したい」に○をつけた方にうかがいます。】 

独問 10-2．就労希望がありながら、現在働いていない理由は何ですか。 

 （①・②それぞれについて１つだけに〇をして下さい。①や②の方が該当しない場合は、③を記載下さい。） 

 ①母親 ②父親 ③その他 

１．保育所（園）の保育料が高く利用できないため １ １ １ 

２．希望する保育所（園）に空きがないため ２ ２ ２ 

３．幼稚園に長時間預けられないため ３ ３ ３ 

４．自分の知識、能力にあう仕事がないため ４ ４ ４ 

５．家族の考え方（親族の理解が得られない）等、就労する環境が整っていないため ５ ５ ５ 

６．その他 

（父親                         ） 

（母親                         ） 

６ ６ ６ 
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育児休業など子育てと仕事の両立支援制度について 

任問 11．宛名のお子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくは双方が育児休業を取得しましたか。ま

た、取得していない方はその理由をお答えご記入ください。（それぞれ 1つずつに〇） 

母親 父親 

１．働いていなかった ⇒ 問 12へ １．働いていなかった ⇒ 問 12へ 

２．取得した（取得中である） ⇒ 問 11-1へ ２．取得した（取得中である） ⇒ 問 11-1へ 

３．取得していない ⇒ 取得していない理由へ ３．取得していない ⇒ 取得していない理由へ 

【取得していない方の理由はどのようなことですか。母親、父親それぞれについてお答えください。】 

（あてはまる番号すべてに○） 

取得していない理由 母親 父親 

１．職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった 1 1 

２．仕事が忙しかった 2 2 

３．（産休後に）仕事に早く復帰したかった 3 3 

４．仕事に戻るのが難しそうだった 4 4 

５．昇給・昇格などが遅れそうだった 5 5 

６．収入減となり、経済的に苦しくなる 6 6 

７．保育所（園）などに預けることができた 7 7 

８．配偶者が育児休業制度を利用した 8 8 

９．配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要が 

なかった 
9 9 

10．子育てや家事に専念するため退職した 10 10 

11．職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めがなかった） 11 11 

12．有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった 12 12 

13．育児休業を取得できることを知らなかった 13 13 

14．産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を取得できることを知らず、 

退職した 
14 14 

15．その他（                                    ） 15 15 

 

【問 11で、「2. 取得した（取得中である）」と回答した方にうかがいます。】 

⇒ 該当しない方は、問 12へ 

任問 11-1．育児休業取得後、職場に復帰しましたか。（それぞれ１つずつに○） 

母親 父親 

１．育児休業取得後、職場に復帰した⇒ 問 11-2へ １．育児休業取得後、職場に復帰した⇒ 問 11-2へ 

２．現在も育児休業中である ⇒ 問 11-4へ ２．現在も育児休業中である ⇒ 問 11-4へ 

３．育児休業中に離職した  ⇒ 問 12へ ３．育児休業中に離職した  ⇒ 問 12へ   
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【問 11-1で、「１．育児休業取得後、職場に復帰した」と回答した方にうかがいます。】 

任問 11-2．育児休業から職場に復帰する際、育児休業を早めに切り上げたり延長するなど調整をして、

年度初め（４月）の保育所（園）入所に合わせましたか。あるいはそれ以外でしたか。 

（それぞれ１つずつに○） 

※年度初めでの認可保育所（園）入所を希望して、１月～２月頃復帰して一時的に認可外保育所（園）に入所

した場合なども「１.」に当てはまります。また、年度初めでの入所を希望して復帰したが、実際には希望

する保育所（園）に入所できなかったという場合も「１.」を選択してください。 

 

母親 父親 

１．年度初めの入所に合わせたタイミングだった １．年度初めの入所に合わせたタイミングだった 

２．それ以外だった ２．それ以外だった 

 

任問 11-3．育児休業は「実際」に宛名のお子さんが何歳何ヶ月のときに職場復帰しましたか。また、お

勤め先の育児休業の制度の期間内で、何歳何ヶ月のときまで取りたかったですか。 

□ 内に数字でご記入ください（数字は一枠に一字）。 

（１）母親 

実際の取得期間 □歳 □□ヶ月 
希望 □歳 □□ヶ月 

 

（２）父親 

実際の取得期間 □歳 □□ヶ月 
希望 □歳 □□ヶ月 

 

【問 11-1で、「2.現在も育児休業中である」と回答した方にうかがいます。】 

任問 11-4．お子さんが１歳になったときに必ず子どもを預けられる事業があれば、１歳になるまで育児

休業を取得しますか。または、預けられる事業があっても１歳になる前に復帰しますか。 

（それぞれ 1つずつに〇） 

母親 父親 

１．１歳になる前に復帰する（したい）⇒問 12へ １．１歳になる前に復帰する（したい）⇒問 12へ 

２．１歳になるまで育児休業を取得する（したい） 

⇒問 12へ 

２．１歳になるまで育児休業を取得する（したい） 

⇒問 12へ 

３．１歳になっても育児休業を継続する（したい） 

⇒問 11-5へ 

３．１歳になっても育児休業を継続する（したい） 

⇒問 11-5へ 
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【問 11-4で、「３.１歳になっても育児休業を継続する（したい）」と回答した方にうかがいます。】 

任問 11-5．育児休業は宛名のお子さんが何歳何ヶ月のときまで取得予定ですか。また、お勤め先の育児

休業の制度の期間内で、何歳何ヶ月のときまで取りたいですか。 

□ 内に数字でご記入ください（数字は一枠に一字）。 

（１）母親 

取得予定期間 □歳 □□ヶ月 
希望 □歳 □□ヶ月 

 

（２）父親 

取得予定期間 □歳 □□ヶ月 
希望 □歳 □□ヶ月 

 

 

宛名のお子さんの幼稚園や保育所（園）などの利用状況について 

必問 12．宛名のお子さんは現在、幼稚園や保育所（園）などを利用されていますか。 

（あてはまる番号１つに○） 

 １．利用している ⇒ 問 12-1へ  ２．利用していない ⇒ 問 12-4へ  
【問 12で、「１．利用している」に○をつけた方にうかがいます。】 

必問 12-1．宛名のお子さんは、平日どのような教育・保育の事業を利用していますか。年間を通じて

主に（定期的に）利用している事業をお答えください。（あてはまる番号すべてに○） 

１．幼稚園 

（定期的な預かり保育の利用なし） 

８．居宅訪問型保育 

（ベビーシッターをはじめとする保育者が、

子どもの家庭を訪問し保育する事業） 
２．幼稚園 ＋ 幼稚園の預かり保育 ９．事業所内保育施設 

（企業が主に従業員用に運営し、市町村が定

期的に運営実態の管理を行う） 

３．認可保育所（園） 10．企業主導型保育施設 

（企業が主として従業員用に運営・管理を行

う施設） 
４．認定こども園 

（幼稚園と保育施設の機能をあわせ持つ施設） 

11．ファミリー・サポート・センター 

５．保育所（園）や認定こども園等の一時預かり 12．認可外の保育施設 

６．小規模保育施設 

（国が定める最低基準に適合した施設で市町村の

認可を受けた定員概ね６～１９人のもの） 

13．その他 

（                ） 

７．家庭的保育 

（保育者の家庭等で子どもを保育する事業） 
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独問12-2．問12-1で利用している教育・保育の事業について、次のそれぞれの項目の満足度をお答えく

ださい。（それぞれ１つに○） 

 大変 

満足 

ほぼ 

満足 
普通 

やや 

不満 

大変 

不満 

①施設・環境（園舎・園庭・玩具など） １ ２ ３ ４ ５ 

②保育士・幼稚園教諭の配置状況（人員体制） １ ２ ３ ４ ５ 

③お子さんへの接し方・日常の遊び（内容） １ ２ ３ ４ ５ 

④行事（参観や運動会など） １ ２ ３ ４ ５ 

⑤給食 １ ２ ３ ４ ５ 

⑥保護者への情報伝達 １ ２ ３ ４ ５ 

⑦保護者の相談・要望・意見への対応 １ ２ ３ ４ ５ 

⑧安全・衛生対策 １ ２ ３ ４ ５ 

⑨利用料 １ ２ ３ ４ ５ 

⑩保育・教育時間 １ ２ ３ ４ ５ 

 

必問 12-3．問 12-1で○をつけた事業について、あわせてどのくらい利用していますか。また、どのく

らい利用したいですか。１週当たり何日、１日当たり何時間（何時から何時まで）かを、それ

ぞれの（  ）内に具体的な数字でご記入ください（数字は一枠に一字）。 

また、利用時間は、必ず （例）8：30～18：00のように 24時間制でご記入ください。 

（１）現在 

1週当たり （   ）日 1日当たり （   ）時間 利用時間 （ ：  ）～（  ：  ） 

（２）希望 

1週当たり （   ）日 1日当たり （   ）時間 利用時間 （ ：  ）～（  ：  ） 

 

【問 12で、「２．利用していない」に○をつけた方にうかがいます。】 

任問 12-4．利用していない理由は何ですか。（あてはまる番号すべてに○） 

１．利用する必要がない 

２．宛名のお子さんの祖父母や親戚の人がみている 

３．近所の人や父母の友人・知人がみている 

４．利用したいが、保育・教育の事業に空きがない 

５．利用したいが、経済的な理由で事業を利用できない 

６．利用したいが、延長・夜間等の時間帯の条件が合わない 

７．利用したいが、事業の質や場所など、納得できる事業がない 

８．宛名のお子さんがまだ小さいため     歳くらいになったら利用しようと考えている 

９．その他（                                   ） 
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必問 13．すべての方にうかがいます。現在、利用している、利用していないにかかわらず、宛名のお子

さんの平日の教育・保育の事業として、「定期的に」利用したいと考える事業としてお答えく

ださい。（問 12-1で回答したものと同じものを希望する場合でも、お答えください。） 

教育・保育にかかる負担が無償（または上限ありの補助）となるものとして、お考えください。

（あてはまる番号すべてに○） 

１．幼稚園 

（定期的な預かり保育の利用なし） 

８．居宅訪問型保育 

（ベビーシッターをはじめとする保育者が、

子どもの家庭を訪問し保育する事業） 
２．幼稚園 ＋ 幼稚園の預かり保育 ９．事業所内保育施設 

（企業が主に従業員用に運営し、市町村が定

期的に運営実態の管理を行う） 

３．認可保育所（園） 10．企業主導型保育施設 

（企業が主として従業員用に運営・管理を行

う施設） 
４．認定こども園 

（幼稚園と保育施設の機能をあわせ持つ施設） 

11．ファミリー・サポート・センター 

５．保育所（園）や認定こども園の一時預かり 12．認可外の保育施設 

６．小規模保育施設 

（国が定める最低基準に適合した施設で市町村の

認可を受けた定員概ね６～１９人のもの） 

13．その他 

（                ） 

７．家庭的保育 

（保育者の家庭等で子どもを保育する事業） 

 

 

必問 14．問 13で回答した事業を選んだ理由をお答えください。（あてはまる番号すべてに○） 

１．教育・保育の内容が充実しているから 

２．自宅の近くにあって便利だから 

３．自宅と同じ小学校区だから 

４．多くの友人の子どもが通っているから 

５．利用できる時間が家庭の事情にあっているから 

６．行事やお弁当など、保護者の負担が少なそうだから 

７．保育料は無償になるとしても、その他の実費の負担が重いから 

８．毎日の利用までは必要ないから 

９．大人数で保育を受けることに抵抗があるから 

10．事業所の雰囲気が好きだから 

11．金銭以外の事情で、施設の利用が難しいから 

12．利用したい施設に入れなさそうだから 

13．その他（                                  ） 
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独問 14-1．ご希望の教育・保育の事業を利用した場合の、主な送迎の交通手段についてうかがいます。 

（あてはまる番号１つに○） 

１．徒歩のみ ５．バイク 

２．電車 ６．自転車 

３．自家用車 ７．その他（            ） 

４．送迎バス  

 

 

宛名のお子さんの地域の子育て支援の利用状況について 

必問 15．宛名のお子さんは、現在、「おやこＤＥ広場」、「子育て支援センター」等を利用しています

か。（あてはまる番号すべてに○） 

また、おおよその利用回数（頻度）を □ 内に数字でご記入ください（数字は一枠に一字）。 

※複数の利用をしている場合は、その合計をお書きください。 

１．おやこ DE広場・子育て支援センター 

１週当たり   回 もしくは １ヶ月当たり   回程度 

 ２．市で実施しているほかの事業 

（移動児童館のわくわく広場、保育所の園庭開放） 

 １週当たり   回 もしくは １ヶ月当たり   回程度 

 ３．地区社会福祉協議会の子育てサロン 

１週当たり   回 もしくは １ヶ月当たり   回程度 

４．利用していない 

 

必問 16．問 15の事業について、今は利用していないが、できれば今後利用したい、あるいは、利用日

数を増やしたいと思いますか。（あてはまる番号１つに○） 

おおよその利用回数（頻度）を □ 内に数字でご記入ください（数字は一枠に一字）。 

１．利用していないが、今後利用したい 

１週当たり   回 もしくは １ヶ月当たり   回程度 

 ２．すでに利用しているが、今後利用回数を増やして利用したい 

１週当たり   回 もしくは １ヶ月当たり   回程度 

 ３．新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない 
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任問 17．下記の①～⑰の事業ごとに、Ａ知っているもの、Ｂこれまでに利用したことがあるもの、Ｃ今

後利用したいと思うものに〇をつけてください。 

（例のように、それぞれの事業についてに○） 

 A Ｂ Ｃ 

 

知
っ
て
い
る 

こ
れ
ま
で
に
利
用

し
た
こ
と
が
あ
る 

今
後
利
用
し
た
い 

例：事業を知っているが利用したことがなく、今後利用したい場合 0 0 0 

① ママパパ学級、赤ちゃん教室 1 1 1 

② 保健福祉センターの情報・相談 2 2 2 

③ 子ども家庭相談課の相談 3 3 3 

④ 教育委員会の教育相談 4 4 4 

⑤ 児童館やこども館での相談 5 5 5 

⑥ 保育所（園）や幼稚園の園庭等の開放 6 6 6 

⑦ 子育て情報サイト（まつどDE子育て） 7 7 7 

⑧ 子育てアプリ（まつど DE子育てアプリ） 8 8 8 

⑨ 子育てガイドブック 9 9 9 

⑩ 離乳食教室 10 10 10 

⑪ 市民健康相談室 11 11 11 

⑫ こども１１０番の家 12 12 12 

⑬ 安心安全メール 13 13 13 

⑭ 子育てコーディネーターへの相談 

（おやこ DE広場・子育て支援センター） 
14 14 14 

⑮ 親子すこやかセンター 15 15 15 

⑯ 送迎保育ステーション 16 16 16 

⑰ ファミリー・サポート・センター 17 17 17 
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宛名のお子さんの一時預かり等の利用について 

必問 18．宛名のお子さんについて、就労等の理由により土曜日と日曜日・祝日に、定期的な教育・保育

の事業の利用希望はありますか。（それぞれ１つずつに〇） 

希望がある場合は、利用したい時間帯を、(例)０９時～１８時のように２４時間制でご記入く

ださい（数字は一枠に一字）。 

これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。 

※保育・教育事業とは、幼稚園、保育所（園）、認可外保育施設などの事業を指します。親族・知

人による預かりは含みません。 

（１）土曜日 

１．利用する必要はない 
 

２．ほぼ毎週利用したい 利用したい時間帯 

３．月に１～２回は利用したい 時から     時まで 
（２）日曜・祝日 

１．利用する必要はない 
 

２．ほぼ毎週利用したい 利用したい時間帯 

３．月に１～２回は利用したい 時から     時まで  
【「幼稚園」を利用されている方にうかがいます。】 
必問 19．宛名のお子さんについて、夏休み・冬休みなど長期の休暇期間中の教育・保育の事業の利用を

希望しますか。（あてはまる番号１つに○） 

希望がある場合は、利用したい時間帯を、(例)０９時～１８時のように２４時間制でご記入くだ

さい（数字は一枠に一字）。 

これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。 

 

１．利用する必要はない 
 

２．休みの期間中、ほぼ毎日利用したい 利用したい時間帯 

３．休みの期間中、週に数日利用したい 時から     時まで 
 

【平日の定期的な教育・保育の事業を利用していると答えた保護者の方（問 12で、「１.利用している」

に○をつけた方）にうかがいます。利用していらっしゃらない方は、問 21にお進みください。】 

必問 20．この１年間に、宛名のお子さんが病気やケガで通常の事業が利用できなかったことはあります

か。（あてはまる番号１つに○） 

１．あった ⇒ 問 20-1へ     ２．なかった ⇒ 問 21へ   
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必問 20-1．普段利用している施設をお休みした場合に、この１年間に行った対処方法として当てはまる

記号すべてに○をつけ、それぞれの日数も □ 内に数字でご記入ください。 

（半日程度の対応の場合も１日とカウントしてください。数字は一枠に一字。）。 

（あてはまるものすべてに○） 

 １年間の対処方法 日数  

ア. 母親が休んだ   日 

イ. 父親が休んだ   日 

ウ. （同居者を含む）親族・知人にみてもらった   日 

エ. 母親又は父親のうち就労していない方がみた   日 

オ. 病児・病後児保育を利用した   日 

カ. ベビーシッターを利用した    日 

キ. ファミリー・サポート・センターを利用した    日 

ク. 仕方なく子どもだけで留守番をさせた    日 

ケ. その他（                  ）   日 

 

【問 20-1で、「ア.父親が休んだ」または「イ.母親が休んだ」のいずれかに回答した方にうかがいま

す。】 

必問 20-2.「できれば病児・病後児保育施設等を利用したい」と思われましたか。 

（あてはまる番号１つに○） 

日数については □ 内に数字でご記入ください（数字は一枠に一字）。 

※なお、病児・病後児のための事業等の利用には、一定の利用料がかかり、利用前に指定された

医療機関等の受診が必要となります。 

１．できれば病児・病後児保育施設等を利用したい ⇒    日  ⇒ 問 21へ 

２．利用したいとは思わない                  ⇒ 問 20-3へ 

 

【問 20-2．で、「２．利用したいと思わない」に○をつけた方にうかがいます。】 

任問 20-3．そう思われる理由は何ですか。（あてはまる番号すべてに○） 

１．病児・病後児を他人に看てもらうのは不安 ５．利用料がかかる・高い 

２．事業の質に不安がある ６．利用料がわからない 

３．事業の利便性 

（立地や利用可能時間、日数などがよくない） 

７．子どものそばにいてあげたい 

４．他の病気の感染の恐れがある ８．その他 

（               ） 

  

⇒問 20-2へ 

⇒問 21へ 
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必問 21．宛名のお子さんについて、保護者の用事（私用、親の通院、不定期の就労等）等により１年間

で利用したことのある事業はありますか。（あてはまる番号すべてに○） 

ある場合は１年間の利用日数（おおよそ）も □ 内に数字でご記入ください。 

（数字は一枠に一字） 

 

利用している事業・日数（年間） 

1．ファミリー・サポート・センター 

（地域住民が子どもを預かる事業） 

 日 

２．こどもショートステイ 

（晴香園もしくはさわらびドリームこども園で土曜日・休日・夜間、

子どもを保護する事業であり、宿泊を伴わないもの） 

 日 

３．乳幼児一時預かり事業や保育所（園）の一時保育事業  日 

４．幼稚園の預かり保育  日 

５．ベビーシッターや認可外保育施設  日 

6．その他（                  ）  日 

7．利用していない ⇒ 問 21-1へ  日 

 

【問 21で、「７．利用していない」と回答した方にうかがいます。】 

任問 21-1．現在利用していない理由は何ですか。（あてはまる番号すべてに○） 

１．特に利用する必要がない  ６．利用料がわからない 

２．利用したい事業が地域にない ７．自分が事業の対象者になるのかどうかわか

らない 

３．事業の質に不安がある ８．事業の利用方法（手続き等）がわからない 

４．事業の利便性（立地や利用可能時間・日数

など）がよくない 

９．緊急時に利用できない 

５．利用料がかかる・高い 10．その他（             ） 

 

必問 21-2．宛名のお子さんについて、私用、親の通院、不定期の就労等の目的で、年間何日くらい事業

を利用する必要があると思いますか。（あてはまる番号すべてに○） 

あてはまる記号すべてに○をつけ、必要な日数をご記入ください。（利用したい日数の合計と、

目的別の内訳の日数を □ 内に記入ください。（数字は一枠に一字）。 

１．利用したい 計 日 

 ア 
私用（買い物、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の習い事等）、 

リフレッシュ目的 
 日 

 イ 冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の通院等  日 

 ウ 不定期の就労  日 

 エ その他（                      ）  日 

２．利用する必要はない  
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必問 22．この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、宛名のお子さん

を泊りがけで家族以外にみてもらわなければならないことはありましたか。 

（あてはまる番号すべてに○） 

あった場合は、この１年間の対処方法として当てはまる記号すべてに○をつけ、それぞれの日数

も □ 内に数字でご記入ください。（数字は一枠に一字）。 

 １年間の対処方法 日数 

１．あった ア （同居者を含む）親族・知人にみてもらった  泊 

 イ 
こどもショートステイを利用した 

（晴香園で７日間以内、子どもを保護する事業） 
 泊 

 ウ 
「イ」以外の保育事業（認可外保育施設、ベビーシッター等）を利用

した 

 泊 

 エ 仕方なく宛名のお子さんを同行させた 
 泊 

 オ 仕方なく子どもだけで留守番をさせた   泊 

 カ その他（                          ）  泊 

２．なかった  
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子ども子育て支援政策について 

独問 23．あなたは、より子どもを生み育てやすくするために、国や自治体にどのような「政策」を期待

しますか。次の中からあなたが特に強く期待するものを教えてください。 

（あてはまる番号すべてに○） 

【子どもを預ける施設・事業の充実】 

１．幼稚園や保育所（園）を総合的に活用し、子どもを預けられる環境を充実すること 

２．認可保育所だけでなく、小規模保育など、より家庭的な雰囲気の事業を充実すること 

３．駅前に子どもを送迎してくれる一時預かり施設があること 

４．小学校の放課後などに生活の場を提供する放課後児童クラブの施設を充実すること 

５．一時預かり、ファミリーサポートセンターなどの子どもを預けられる事業を充実すること 

【悩みを相談する場所や事業の充実】 

６．妊娠中の悩みや、育児や教育などについて気軽に相談できる、電話、面談、メール相談など

を充実させること 

７．乳幼児を連れて気軽に集いその場で育児相談などが出来る施設（おやこＤＥ広場、子育て支

援センター）を増やすこと 

８．初めて自分の子どもを持つ前に赤ちゃんと触れ合える機会を持つなど体験を増やすこと 

【子どもの育ちや学びへの支援】 

９．子どもが気軽に集い、遊びやスポーツなどができる体育施設や広場を増やすこと 

10．子ども達が地域の祭りや行事に参加する機会を増やすこと 

11．子どもたちが、学ぶ力や社会参加に必要な力を身につけることなどの学習支援を行うこと 

12．いろいろな仕事や職業について地域の大人に教えてもらえる機会をつくること 

13．発達障害について相談しやすい環境をつくること 

【子どもや子育て家庭を取り巻く環境の整備】 

14．女性が子育てをしながら働けるよう支援すること 

15．乳幼児がいても、安心して街を歩けるような都市基盤の整備を進めること 

16．子ども達が安心して外で遊んだり通学したりできるよう、防犯対策を充実させること 

17．児童虐待、いじめ、不登校などの予防、緊急避難などの子どもを守る対策を進めること 

18．障害児やその家族に対する支援を充実させること 

【ワーク・ライフ・バランスの推進】 

19．短時間雇用やフレックスタイムなどの柔軟な雇用制度の普及を事業所に働きかけること 

20．産休や育児休業などが取りやすくなるよう事業所に働きかけること 

【その他】 

21．特にない 

22．その他（                                   ） 
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最後におうかがいします。 

教育・保育環境の充実など子育ての環境や支援事業に関して、ご意見がございましたら、自由に

ご記入ください。 

 

教育について  

・   

・   

・   

保育について  

・   

・   

・   

子育て支援について  

・   

・   

・   

 

 

 

 

 

調査にご協力いただき、大変ありがとうございました。 

お手数ですが、同封の返信用封筒に入れて、 

●月●日（●）までにまでにポストにご投函ください。 

 

集計結果については、来年４月ごろ、 

松戸市ホームページで公開する予定です。 

 

 


